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自ら学ぶ意欲の測定とプロセスモデルの検討  
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The first purpose of this studyis to develop theⅥ）1untary Learnlng Motivation Scale for  

College Students（VbLeMoS）to measure the processes of voluntarylearning motivation（need→  

1earningbehavior→cognitiorLHeeling），and toinvestigateits reliability and validity（Studyland2）．  

The second purposeis to examine the processes of voluntarylearnlng mOtivation uslng StruCtural  

equation modeling（SEM）（Study2）．Questionnaires were completed by407college studentsin  

Studyland by244college studentsin Study2．Fhctor analysesidenti責ed two血ctors（need女）r  

COmpetenCe，Curiosity）in the needlevel，three factors（deepthinking，independent mastery；aCtive  

learning）in thelearning behaviorlevel，and two factors（feeling ofinterest and enjoyment，SenSe Of  

COmPetenCe）in the cognition侮elinglevel．The reliability and validity of the overallscale were  

COn伽med．The SEM results support the processes ofvoluntarylearnlng mOtivation．  

Key words：VOluntarylearnlng mOtivation，PrOCeSS mOdel，COllege student  

問題と目的  

自ら学ぶ意欲とは，従来の分類（例えば，鹿毛，  

1994：速水，1995）から言えば，学ぶこと自体を目  

的（具体的には，学ぶことが楽しい）とする「内発  

的動機（intrinsic motive）」と，学ぶことを手段と  

する「外発的動機（extrinsic motive）」のうちで自  

発性が認められるものを包含する学習動機のことで  

ある。簡単に言えば，学ぶことへの自発性が認めら  

れる学習動機である。   

内発的動機の高い人は，学ぶことに興味や関心が  

あるため，学ぶことに自発的に取り組むことは当然  

である。一方，自発性が認められる外発的動機の高  

い人は，例えば，数学の教師になりたくて，嫌いな  

国語の勉強にも自発的に取り組む大学生を思い浮か  

べてみればわかるように，学ぶことそれ自体を目的  

にはしていない。学ぶことによって数学の教師にな  

ることを目的にし，学ぶこ とそれ自体は手段であ  

り，したがって学ぶ動機は外発的である。しかし，  

嫌いな国語の勉強も自発的にするのであるから，自  

発性の認められる外発的動機をもっていることにな  

る。このような外発的動機は，内発的動機よりも多  

くの人に認められる動機であり，より一般的な動機  

といえる。すなわち現実的には，学ぶことがおもし  

ろくて学ぶ人は多くなく，何らかの目的を達成する  

ために自発的に学ぶ人が圧倒的に多いのである。   

さて，桜井（1994）は，このような自ら学ぶ意欲  

が発現するプロセスを考え，ひとつのプロセスモデ  

ルを提案した。本研究では，当該モデルを基礎に，  

さらに精撤化したモデルを提案し（ng∬el参照），  

自ら学ぶ意欲が発現するプロセスに関連した諸要因  

を測定する尺度を作成し（研究1と2），共分散構  

造分析によってそのプロセスの一郎を検証すること  

（研究2）を目的とする。なお，実際の動機づけの   1）硯所属：常磐短期大学幼児教育保育学科  
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つ い て の 研 免Grolnick＆Ryan（1989）や  

Grolnick，Ryan＆Deci（1989）の親の養育態度や養  

育行動についての研究，などから容易に推察するこ  

とができる。   

さて，動機づけプロセスの3つの要因（「レベル」  

といってもよい）のうちの欲求・動機には，その要  

素として「知的好奇心」と「有能さへの欲求（自律  

性の欲求も含む）」といった欲求と，おおむねそれ  

らによって形成される「動機」とが含まれる。知的  

好裔心はさらに「拡散的好奇心」と「特殊的好奇  

心」に分けられる（波多野・稲垣，1973）。拡散的  

好奇心はいろいろなものに興味関心をもち，それら  

を探究しようという気持ちであり，特殊的好奇心は  

ひとつのことに特に興味関心をもち，それについて  

深く探究しようという気持ちである。有能さへの欲  

求は文字通り，もっと有能になりたい，もっと賢く  

なりたいという気持ちである。これらは現実の場面  

では具体的な動機（例えば，数学のレポートでは誰  

も考えないような証明をしてみたいとか，数学の試  

験ではうまい証明をして90点以上を取りたいとかと  

いった動機）を形成して学習行動に影響する。この  

動機こそが自ら学ぶ意欲に相当する。ただ，本研究  

ではこのようなプロセスを特性的に捉えるため，具  

体的な動機は取り上げず，2つの欲求によって欲求・  

動機レベルの要素を代表させる。   

欲求や動機によって喚起される学習行動は多様で  

あるが，ngu代1には代表的な5つの学習行動が示  

されている。「情報収集」とは文字通りいろいろな  

プロセスは一過性のものである。しかし，本研究で  

はそれを特性的に捉えてプロセスとして検討する。  

すなわち，状況としての動機づけプロセスを，特性  

としての動機づけ傾向のプロセスに置き換えて検討  

するということであり，より具体的に表現すれば，  

ある動機の強い人は弱い人よりも，ある学習行動を  

多くする傾向があり，その結果，ポジティブな認知  

や感情も高くなる傾向にある，というようなプロセ  

スを検討することである。   

本研究で捷案する，自ら学ぶ意欲が発現するプロ  

セスをモデル化した「自ら学ぶ意欲のプロセスモデ  

ル」はng∬elに示されている。大きな要因として  

は．①安心して学べる環晩 ②欲求・動機，③学習  

行動，④認知・感情の4要因がある。安心して学べ  

る環境以外の3つの要因が動機づけプロセスを構成  

している。   

安心して学べる環境とは，自ら学ぶ意欲の発現プ  

ロセスをうまく駆動させるために，もっとも重要な  

要因であり，安心して学べる物理的環境と人的環境  

に分けることができる。物理的環境というのは，学  

ぶ場所の温度や湿度が適度であったり．パソコン等  

の設備が充実していたりする環境のことである。人  

的環境というのは，親・教師・友達などの重要な佃  

者が学ぶことに対してしっかり支援をしてくれるよ  

うな環境のことである。本研究ではこの要因は取り  

上げないが，この要因が動機づけプロセスに大きな  

影響を与えることは，Ryan＆Grolnick（1986）と  

Ryan＆Powelson（1991）の学校環境や教室環境に  

Rgwel自ら学ぶ意欲の発現プロセス   
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情報を集めること，「自発学習」とは自発的に学習  

を進めること，「挑戦行動」とはより難しい課題に  

挑戦すること，「深い思考」とは知識を再吟味した  

り現実場面で再検討したりすること，「独立達成」  

とはできるだけ自分の力で課題を解決すること（お  

もに有能さへの欲求に対応する）である。なお，欲  

求・動機レベルから学習行動レベルへの影響は，一  

連の自己調整学習方略の研究により支持されている。  

例 え ば，Pintrich＆De Groot（1990）やPokey＆  

Blumenね1d（1990）では．学習方略（行動）を規定  

する要因として動機に関する変数を想定しており，  

こうしたプロセスは本邦においても確認されている  

（例えば，堀野・市川，1997）。   

学習行動は，それがおもに上首尾に終わることに  

よって認知・感情に影響を与える。認知・感情レベ  

ルは「おもしろさと楽しさ」と「有能感（自律感も  

含む）」といった要素で構成される。おもしろさと  

楽しさは，課題を上首尾に達成しなくても感じるこ  

とができる。こちらはおもに知的好杏心によっても  

たらされる認知・感情といえる。一方，有能さへの  

欲求によって．課題が上首尾に達成されたときにも  

たらされるのが，有能感である。もし，当初の欲求  

に自律的に学習したいという欲求が含まれていれ  

ば．それに沿った学習行動が展開され．当該学習行  

動が上首尾に達成されたときには，自律感を伴った  

より高度の有能感を感じることができる。このモデ  

ルでは，自律性の欲求は有能さへの欲求に含まれる  

ものと考える。それは自律性の伴った有能感が，有  

能感のなかでも高次の有能感であるからである。な  

お．学習行動の結果が認知・感情レベルに影響する  

点については，Patrick，Skinner・＆Connell（1993）  

の研究における学習行動がポジティブな感情と関係  

することや，Wal1＆Little（2005）の研究における  

深い思考がポジティブな感情と関連することなどか  

ら容易に推察することができる。   

さて，こうした認知・感情は欲求・動機にフィー  

ドバックされ，このプロセスは駆動し続けることに  

なる。ただ，今回の研究では分析上の制約から，こ  

こまでのプロセスを検討することにする。   

最終的に本研究で取り上げるのは，「欲求（知的  

好奇心，有能さへの欲求）→学習行動（情報収集，  

自発学習，挑戦行動，深い思考，独立達成）→認  

知・感情（おもしろさと楽しさ，有能感）」という  

モデルの一部である。研究1では，これらの要素を  

測定する尺度を作成し，その信頼性と妥当性を検討  

する。研究2では，研究1で作成された尺度をさら  

に改善した後．共分散構造分析によって，「欲求→  

学習行動→認知・感情」という自ら学ぶ意欲の発現   

プロセスのモデルを検討する。   

なお，妥当性検討のため，研究1では，因果律志  

向性測定尺度（桜軋1995），有能感測定尺度（松  

井・村軋1997）のうちの学習に関する有能感尺  

風 連成動機測定尺度（堀軌1987），認知欲求測  

定尺度（神山・藤原，1991）との関連を検討する。  

弁別的妥当性として，欲求レベルの下位尺度は因果  

律志向性に含まれる自律志向性と，認知・感情レベ  

ルの下位尺度は学習に関する有能感と，特に高い正  

の相関のあることが予測される。また，達成動機の  

うちの自己充実的達成動機および認知欲求が，それ  

ぞれ尺度全体と正の相関のあることで構成概念妥当  

性が検討される。さらに，回答に社会的望ましさに  

よる歪みのないことを確認するために，社会的望ま  

しさ測定尺度（北村・鈴木，1986）との相関を検討  

する。  

研究1   

日的   

自ら学ぶ意欲の発現プロセス（欲求→学習行動→  

認知・感情：mgurel参照）を測定できる尺度を作  

成し，作成された尺度の信頼性と妥当性を検討す  

る。   

方法   

調査対象者 大学生407名（男子187名，女子219  

各 不明1名）を対象とした。平均年齢は19．63歳  

（標準偏差1．66）であった。このうち110名は再検査  

信頼性（安定性）を検討するための調査にも参加し  

た。   

調査時期 2004年2～3月。   

調査内容 次の6つの尺度を使用した。なお，  

②－⑥の尺度は①の尺度の妥当性を検討するために  

用いられた。   

庄）大学生周「自 ら学ぶ意欲」測定尺度  

（VbluntaryLearning Motivation Scale fbr College  

Students：略してⅥ）LeMoS）［原案］：自ら学ぶ意欲  

の発現プロセス（ngurel参照）に準拠して，欲求  

レベル，学習行動レベルー 認知・感情レベルの3つ  

を設け，さらに各レベル内にはいくつかの要素を置  

き，その要素を中心にして質問項目（原案）を作成  

した。欲求レベルでは拡散的好奇心，特殊的好奇  

心 有能さへの欲求を測定する25項臥 学習行動レ  

ベルでは情報収象 自発学習，挑戦行動，深い思  

考．独立達成を測定する41項目，認知・感情レベル  

ではおもしろさと楽しさ，有能感を測定する24項目  

が用意された。項目への回答は「全くあてはまらな   
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分析（主成分分析・バリマックス回転）を行った。  

欲求および学習行動の分析では，反転項目だけで1  

つの因子を構成したため，反転項目を除いて分析を  

続けた。因子の解釈のしやすさ等の観点から，欲求  

は2因子，学習行動は3因子，認知・感情は2因子  

の解を採用した。当該因子に．40以上の負荷をし，  

それ以外の因子への負荷が．40未満であることを基  

準に項目を絞り，各因子に対して負荷量の高い順に  

6項目（6項目に達しない場合は基準に合う項目ま  

で）を選択した。その結果，欲求は10項目，学習行  

動は16項臥 認知・感情は12項日が残された。最終  

的な因子分析の結果がThblel～Thble3に示されて  

いる。   

各因子に高く負荷した項目の内容から，欲求の2  

因子は「知的好奇心」「有能さへの欲求」，学習行動  

の3因子は「深い思考」「積極探究」「独立達成」，  

認知・感情の2因子は「おもしろさと楽しさ」「有  

能感」と命名した。なお，学習行動の「積極探究」  

因子には，情報収集，自発学習，挑戦行動の3つの  

要素に関する項目が高い負荷を示した。   

次に，各因子に大きな負荷量を示した項目で下位  

尺度を構成し，各下位尺度の記述統計量および下位  

尺度間相関を算出した（1もble4）。項目平均をみる  

と，欲求レベルの2つの下位尺度と認知・感情レベ  

ルのおもしろさと楽しさ下位尺度で高く，認知・感  

情レベルの有能感下位尺度で低いことが示された。  

また．各下位尺度の内的一貫性（α係数による）と，  

ほぼ1カ月後の再検査信頼性も検討した（1もble4）。  

内的一貫性については，有能さへの欲求と独立達成  

の下位尺度がやや低かったものの，その他では高い  

い（1点）」「あてはまらない（2点）」「どちらとも  

いえない（3点）」「あてはまる（4点）」「よくあて  

はまる（5点）」の5件法で求めた。反転項目はこ  

の反対で得点化された。   

⑦因果律志向性測定尺度：Deci＆Ryan（1985）  

が作成した尺度の日本語版（桜井，1995）を用い  

た。短いシナリオに関する質問への回答から，個人  

差としての動機づけ傾向を「自律志向性（内発的な  

動機づけ傾向）」「コントロール志向性（外発的な動  

機づけ傾向）」「動機づけ喪失志向性（無気力）」と  

いう3つの志向性に分けて測定する。   

③有能感測定尺度：松井・村田（1997）が作成し  

た青年用有能感調査票から，学習に関する有能感を  

測定する10項目を用いた。   

④達成動機測定尺度：堀野（1∈娼7）が作成した尺  

度を用いた。自己充実的達成動機と競争的達成動機  

が測定できる。   

⑤認知欲求測定尺度：Cacioppo＆Petty（1982）  

の尺度をもとに，神山・藤原（1991）が作成した15  

項目の尺度を用いた。   

⑥社会的望ましさ測定尺度：北村・鈴木（1986）  

が作成したCrowne＆Marlowe（1960）の日本語版  

を用いた。   

手続き 上記の質問紙を5種類の冊子にして集団  

実施した。   

結果と考察   

自ら学ぶ意欲測定尺度（VoLeMoS）の作成と信  

頼性および妥当性の検討 当該尺度原案は，欲求，  

学習行動，認知・感情の3つのレベルに分けて因子  

Tablel 欲求レベルの園子分析結果（主成分分析・バリマックス回転）  

Ⅰ  Ⅱ  

匁I附好奇心  

1 多様な興味を満足させたい。  

2 興味のあることは，徹底的に調べたい。  

3 よくわからないことは，納得のいくまで調べたい。  

4 おもしろいと思うことなら，何でも学びたい。  

5 知的好奇心を満足させたい。  

6 いろいろなことを学びたい。  

有能さへの欲求  

7 周囲の人から頼られるようなかしこい人間になりたい。  

8 他人の役に立つような立派な人間になりたい。  

9 もっとかしこくなりたい。  

10 自分がもっている才能を十分に開花させたい。  
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mble2 学習行動レベルの因子分析結果（主成分分析・バリマックス回転）  

Ⅰ  Ⅱ  Ⅲ  

深い思考  

1 学んだことを身の回りの出来事と関連づけて考える。  

2 学んだことを自分や周囲の人に当てはめて考える。  

3 学んだことを生活の中で繰り返し思い出して考える。  

4 学んだことを実生活の中で試してみる。  
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得られた知識が正しいかどうか，いろいろなケースに当  

てはめる。  

学んだことを明確化するために，友達と議論をする。  

積極探究  
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7 就職や進学に向けて，自ら計画を立て，勉強に励んでいる。  

8 自分で目標を決め，その達成のために頑張っている。  

9 いつも自分の力の限界に挑んでいる。  
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．334  ．498  

．178  ．319   

．163  ．150   

．057  ．096   

．081  －．077  

自分の知識やスキルを向上させてくれるものに挑戦して  

いる。  
10  

11専門の雑誌や審物はよく読んでいる。  

12 自分の力を試せるような問題に挑戦している。  

独立達成  

13 むずかしい問題でも自分の力で解こうと努力している。  
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自分の力で課題を成し遂げたいので，多少時間がかかっ  

ても気にしない。  
14  

15 一人で解決できることは，できるだけ一人でしている。  

授業中わからないことがあっても．自分でじっくり考え  

てからでないと先生には質問しない。  
16  

因子負荷量2乗和  5．293 1．624  

累積寄与率（％）  20．431 39．956  

mle3 認知・感情レベルの因子分析結果（主成分分析・バリマックス回転）  

Ⅰ  Ⅱ  共通性  

おもしろさと楽しさ  

1 基本的に学ぶことは楽しい。  

2 基本的に学ぶことはおもしろい。  

3 いろいろなことを学ぶことは楽しい。  

4 学ぶことが好きである。  

5 いろいろなことを学ぶことはおもしろい。  

6 失敗しても学ぶことは楽しい。  

有能感  

7 専門が同じ学生の中では優秀なほうである。  

8 専門分野の知識量は友達よりも多い。  

9 学習面では友達から頼られている。  

10 知的に優れている。  
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友達に質問されても，ほとんどのことはうまく  

答えられる。  
．042  ．666   

．203  ．662  

11  

12 自分には誇れる専門分野がある。  

因子負荷量2乗和  5．130  2．488  

累積寄与率（％）  35．708  63．484  
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（γ＝，233～．533，♪＜．05）が見られた。特に有能感  

とは強い相関があった。達成動機では，自己充実的  

達成動機が自ら学ぶ意欲のすべての下位尺度との間  

に有意な正の相関（γ＝．289～．656，♪く01）が見ら  

れた一方で，競争的達成動機は，有能さへの欲求と  

有能感（順に，γ＝．472，♪＜．01；γ＝．284，♪＜．01）  

および積極探究と正の相関（r＝．277，♪＜．01）が見  

られた。有能さへの欲求や有能感は，他者比較も少  

なからず関係するために競争的な達成動機とも相関  

が見られたのであろう。認知欲求も，予測通り，自  

ら学ぶ意欲のすべての下位尺度との間に有意な正の  

相関（r＝．210～．539，♪く05）が見られた。なお，  

社会的望ましさは，自ら学ぶ意欲のすべての下位尺  

度と無相関であった。よって，本尺度への回答全体  

には社会的望ましさによる歪みが混入していないと  

言っていいだろう。これらの結果から，本尺度の妥  

当性がほぼ確認されたものといえる。   

以上より，自ら学ぶ意欲測定尺度は，一部の下位  

尺度において若干の信頼性の低さが見られたもの  

の．妥当性の高い尺度であることが明らかになった。  

値が確認された。さらに，再検査信頼性について  

も，全下位尺度において強い相関（γ＝．625～．831）  

が示された。2つの分析を総合すると，信頼性はか  

なり高いものといえる。   

次は妥当性の検討であるが，妥当性の検討のため  

に用いた6つの尺度との相関係数が「hble5に示され  

ている。因果律志向性の下位尺度のうち，自律志向  

性とコントロール志向性は，欲求レベルの下位尺度  

と有意な正の相関が見られた。特に，内発的な動機  

づけ傾向である自律志向性は知的好奇心と，外発的  

な動機づけ傾向であるコントロール志向性は有能さ  

への欲求と比較的高い正の相関（順に．γ＝．396，  

♪＜．01；γ＝．246，♪＜．01）が見られた。また，動機  

づけ喪失志向性は，学習行動，認知・感情レベルの  

下位尺度と有意な負の相関が見られた（γ＝－．200～  

－．413，♪く05）。このことから，知的好奇心は内  

発的な，有能さへの欲求は外発的な側面の強い欲求  

であることが確認された。なお，動機づけが低い場  

合，学習行動やその後のポジティブな認知や感情は  

生起しにくいと言えよう。学習に関する有能感は．  

予測通り，認知・感情レベルの下位尺度と正の相関  

Table4 自ら学ぶ意欲測定下位尺度の平均，標準偏差，信頼性係数ならびに下位尺度間の相関係数  

再検査  

平均値 樺嘩偏差 α係数  倍踊性係数  ①  ②  ③  ④  ⑤  ⑥   ⑦  
（ガ；407）  （〝＝110〉  （刀亡407）  

欲求  ①知的好呑心  4．177 ．524 ．814   ．816＊＊  － ．376＊＊＊．390＊＊＊．350＊＊＊．345＊＊＊．603＊＊＊．197＊＊＊  

③有能さへの欲求  4．087 ．634 ．699  ．702＊＊  

学習行動 ③深い思考  3．120 ．723 ．821  ．625＊＊  

④積極探究  3．062 ．676 ．801  ．即1＊＊  

⑤独立達成  3．724 ．616 ．637   ．763＊＊  

認知・感情⑥おもしろさと楽Lさ  3．987 ．660 ．917  ．831＊＊  

⑦有能感  2．739 ．698 ．832  ．815＊  

．170＊＊ ．292＊＊＊．189＝＊．340＊＊＊．290＊＊＊  

．513＊＊＊．361＝＊．428＊＝．365＊＊＊  

．357＊＊＊．414＊＊＊．484＊＊＊  

．430＊＊＊．308＊＊＊  

．329＊＊  

Note．＊＊♪＜．01，＊＊＊♪＜．∞1．  

Table5 自ら学ぶ意欲測定尺度と妥当性検討のための尺度との相関係数  

因果律志向性  

（乃＝124）  

有能感  達成動機  

（〝＝1柑）  （乃＝130）  認知欲求 社会的望ましさ  
（乃＝95）  （〃＝50）   自ら学ぷ意欲  自律  コントロール  喪失  学習   自己充実  競争  

欲求 知的好奇心  ．396＝  ．1凱＊  －．095  

有能さへの欲求   ．217＊  ．246＝ －．Og9  

学習行動 深い思考  ．057  月18   －．200＊  

積極探究  －．014   ．038   －．413＊＊  

独立達成  ．076   －．029   －．115  

認知・感情おもしろさと楽しさ ．392＊＊ ∴072  －．263＊＊  

有能感  －．005   ．068  －．264＊＊  

．138  ．639＊＊  

．103  ．583＊＊  

．095  ．521＝  

．174† ．578＝  

．191＊   ．361＊＊  

，233＊   ．656＊＊  

．533＊＊  ．289＊  

．104  ．539＊＊  

．472＊＊   ．210＊  

．048  ．412＊＊  

．277＝   ．469＊＊  

．106  劇7＊＊  

．086  ．518＊＊  

．284＊＊   ．424＊＊  
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Note．†♪＜．10，＊♪＜．05，＝タ＜．01．   



櫻井茂男・大内晶子・及川千都子：自ら学ぶ意欲の測定とプロセスモデルの検討  67  

研究 2  

目的   

研究1では，大学生用「自ら学ぶ意欲」測定尺度  

（Ⅵ）LeMos）を作成し，その信頼性と妥当性を検討  

したが，一部の下位尺度において，信頼性の低さが  

見られた。また，因子分析の過程では，反転項目が  

すべて1つの因子に高い負荷を示しており，分析か  

ら除外された。そこで，本研究では，反転項目を含  

まない新たな項目を追加して尺度を再構成すること  

を第一の目的とする。そして，作成された尺度を用  

いて，自ら学ぶ意欲の発現プロセスを構造方程式モ  

デリング（SEM）によって検討することを第二の  

目的とする。   

方法   

調査対象者 大学生244名（男子94名．女子150  

名）を対象とした。平均年齢は19．77歳（標準偏差  

1．74）であった。   

調査時期 2005年2月および2006年11月～12月。   

調査内容 研究1で作成した大学生用「自ら学ぶ  

意欲」測定尺度（ⅦLeMoS）に新たな項目を追加  

して用いた。その結果，欲求レベル18項臥 学習行  

動レベル22項臥 認知・感情レベル19項目の合計59  

項目が用意された。項目への回答は「全くあてはま  

らない（1点）」「あてはまらない（2点）」「どちら  

ともいえない（3点）」「あてはまる（4点）」「よく  

あてはまる（5点）」の5件法で求めた。   

手続き 調査対象者のうち，164名は講義時間の   

最後に集団形式で，80名は個別あるいは2～6名の  

小集団形式で，対象者の了承を得て実施された。   

結果と考察   

研究1と同線 当該尺度原案は．欲求，学習行  

動，認知・感情の3つのレベルに分けて因子分析  

（主因子法・プロマックス回転）を行った。さらに，  

当該因子に．40以上の負荷をし，他の因子には．33未  

満の負荷であることを基準に項目を絞り，各因子に  

対して負荷量の高い順に5項目を選択した。再度国  

子分析を行った結果．欲求10項臥 学習行動レベル  

15項目，認知・感情レベル10項目が残った。最終的  

な因子分析の結果が′hble6～8に示されている。   

研究1と同様，欲求の2因子は「有能さへの欲  

求」「知的好杏心」，学習行動の3因子は「深い思  

考」「独立達成」「積極探究」，認知・感情の2因子  

は「おもしろさと楽しさ」「有能感」と命名された。  

なお，新たに作成された尺度を，「新Ⅵ〉LeMoS」，  

もとの尺度を「旧Ⅵ）LeMoS」と呼ぶ。なお，旧  

VbLeMosと新VbLeMosに共通する項目数は（Thble  

6～8を参照），「有能さへの欲求」が3項臥「知  
的好奇心」が4項臥「深い思考」が5項凱「独立  

達成」が2項目，「積極探究」が3項臥「おもしろ  

さと楽しさ」が5項臥「有能感」が2項目であっ  

た。   

各因子に大きい負荷量を示した項目で下位尺度を構  

成し，内的一貫性（α係数）を検討した（′mble9）。  

その結果，研究1で当該値の低かった「有能さへの  

欲求」「独立達成」だけでなく，「知的好奇心」を除  

′Ⅰ甘ble6 欲求レベルの因子分析結果（主因子法・プロマックス回転）  

Ⅰ  Ⅱ  

有能さへの欲求  

もっと有能になりたい。  

もっと優秀な人間になりたい。  

周囲の人から頼られるようなかしこい人間になりたい。  

もっとかしこくなりたい。  

自分がもっている才能を十分に開花させたい。  

知的好奇心  

知的な好奇心を満足させたい。  

多様な興味を満足させたい。  

おもしろいと思うことなら，何でも学びたい。  

興味のあることは，徹底的に調べたい。  

専門に関する春物はできるだけたくさん読みたい。  

－．013  

－．088  

．059  

．027  

．046  

2
 
3
 
0
〇
 
八
リ
 
ア
 
 

鮎
 
鋸
 
6
0
5
7
 
4
9
 
 

1
 
2
 
3
■
 
4
－
5
－
 
 

1
 
6
 
5
 
7
 
6
 
 

り
〟
 
0
 
5
 
2
 
1
 
 

7
 
7
 
6
 
6
 
A
V
 
 

．096  

．011  

－．048  

－．043  

．022  

6
一
7
－
墨
9
一
1
0
 
 因子間相関  

Ⅰ  

Ⅱ  ．379  

Note．番号についている下線は，旧VbLeMosと共通の項目であることを示す。   
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恥ble7 学習行動レベルの因子分析緯果（主因子法・プロマックス回転）  
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Ⅰ  Ⅱ  III 

深い思考  

学んだことを身の回りの出来事と関連づけて考える。  

学んだことを自分や周囲の人に当てはめて考える。  

学んだこ とを生活の中で繰り返し思い出して考える。  

得られた知識が正しいかどうか，いろいろなケースに当てはめる。  

学んだことを実生活の中で試してみる。  

独立達成  

自分ではどうしても問題が解決できないときに，はじめて他者の  

援助を求める。  

896  ．018   －．132  
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7 むずかしい問題に出会っても．安易に他者の援助は求めない。  

8 できるだけ自分一人の力で課題を解決しようとしている。  

9 一人で解決できることは，できるだけ一人でする。  
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授業中わからないことがあっても，自分でじっくり考えてからで  

ないと先生には質問しない。  

積極探究  

自分で目標を決め，その達成のために頑張っている。  

就職や進学に向けて，自ら計画を立て，勉強に励んでいる。  

自ら進んで学んでいる。  

いつも自分の力の限界に挑んでいる。  

分からないことは徹底的に調べる。  
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Note．番号についている下線は，旧Ⅵ）bMosと共通の項目であることを示す。  

nble8 認知・感情レベルの因子分析結果（主因子法・プロマックス回転）  

Ⅰ  Ⅱ  

おもしろさと楽しさ  

基本的に学ぶことは楽しい。  

いろいろなことを学ぶことは楽しい。  

学ぶことが好きである。  

基本的に学ぶことはおもしろい。  

いろいろなことを学ぶことはおもしろい。  

有能感  

知的にはかしこいほうである。  

知的に優れている。  

知的な能力には自信がある。  

有能である。  
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豊臣 専門が同じ学生の中では優秀なほうである。  

因子間相関  Ⅰ  

Ⅱ  ．255  

Note．番号についている下線は，旧Ⅵ）bMosと共通の項目であることを示す。   
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豊田（2002）が指摘しているように，今回仮定され  

たモデルは観測変数の数が30を上回っているため  

に．90を下回ったものと考えられる。CFI，RMSEA  

に関しては，十分に許容される億であることから，  

仮定されたモデルは十分に適合したモデルであると  

いえよう。したがって，Fig∬elで想定された「欲  

求→学習行動→認知・感情」という流れはほぼ確認  

されたものと考えられる。   

ngure2のパスをみると，有能さへの欲求からは  

唯一，深い思考にパスが伸び，深い思考からは，お  

もしろさと楽しさおよび有能感の両方にパスが伸び  

ている。前半の部分は，有能になりたくて，深い思  

考をする人が多くいることを示している。ただ，有  

能さへの欲求から独立達成へのパスが有意となら  

ず．しかも独立達成から有能感へのパスも有意にな  

らなかった点は予想外であった。独立達成は有能さ  

への欲求を実現するとくに有効な学習行動であり，  

独立達成によって普通は有能感を感じることができ  

るため，このような結果になった原因については詳  

しく検討をする必要がある。ただ．知的好脊心から  

独立達成に有意なパスが伸びており，興味関心が独  

立達成を促進していることは興味深い。   

また，知的好脊心からはすべての学習行動にパス  

く全ての下位尺度において，旧版よりさらに高い億  
が確認された。信頼性はかなり高いものといえる。   

次に，暫定的に妥当性を検討するため，旧  

VbLeMoSと新VbLeMoSの各下位尺度間の相関係数  
を算出した（取blelO）。その結果，すべての下位  

尺度間に高い正の相関が見られた。特に，同名の新  
旧下位尺度間では，γ＝．820～．978の非常に高い正  

の相関が見られた。旧尺度は，研究1において妥当  
性の高さが示されていることから，本研究で作成さ  

れた新ⅦLeMoSも，同様に妥当性の高い尺度であ  

ることが推察される。   

以上の結果より，本研究で再構成された新・大学  

生用「自ら学ぶ意欲」測定尺度（新Ⅵ）LeMoS）は，  
研究1で作成された旧ⅦLeMoSよりも高い信頼性  

を示し，妥当性も旧VbLeMoSとの相関分析によっ  

てある程度は確認されたといえよう。   

自ら学ぶ意欲の発現プロセスの検討 新Ⅵ）LeMoS  

を用い，Figurelに沿って構造方程式モデルによる  

パス解析を行った（Figure2）。なお，分析の際は，  
欠損値のない230名のデータを用いた。モデルへの  

適合度を示す指標は，GFI＝．797，AGFI＝．768，  

CFI＝．912，RMSEA＝．057であった。GFIの値は  

一般に．90以上であることが適合の目安とされるが，  

nble9 自ら学ぶ意欲測定下位尺度の平均，標準偏差．信頼性係数，ならびに下位尺度間の相関係数（乃＝242）  

平均価 標準偏差 α係数 ①  （雪〕  ③  ④  ⑧  （診  佗）  

欲求  ①有能さへの欲求  4．138．650．鮒1－  ．345＊＊＊ ．307＊＊＊ ．133＊  ．254＊＊＊  ．223＊＝ ．395＊＊＊  

．353＊＊＊  ．321＊＊＊  ．538＊＊＊  ．605＊＊＊  ．220＊＊  

．383＊＊＊  ．4鋸＊＊＊  ．482＊＊＊  ．392＊＊＊  

．490＊＊＊  ．343＊＝  ．236＊＊＊  

．562＊＊＊  ．406＊＊＊  

．246＊＊＊  

⑨知的好脊心  4．080 ．625 ．798  

学習行動 ③深い思考  3．363 ．796 ．884  

④独立達成  3．752 ．757 ．849  

⑤稗極探究  3．162 ．778 ．825  

認知・感情 ⑥おもしろさと楽しさ 4．136 ．691．928  

⑦有能感  2．771．784 ．919  

Note．＊ヵ＜．05，＝♪＜．01，＊＊＊♪＜．001．  

TablelO 新旧VbLeMoSの下位尺度間の相関係数  

旧尺度  有能さへの欲求 知的好丹心  深い思考  独立達成  積極探究 おもしろさと楽しさ   有能感  

．180＊＊   ．357＝＊   ．286＊＊＊  

．326＊＊＊  ．524＝＊   ．649＊＊＊  

．375＝＊  ．516＊＊＊   ．501＝＊  

．843＊＊＊  ．605＊＊＊   ．431＊＊＊  

．497＊＊＊  ．923＊＊＊   ．570＊＝  

．332＊＊＊  ．541＊＊＊   ．955＊＊＊  

．294＊＊＊  ．532＊＊＊  ．322＊＝  

．321＝＊  

．186＊＊  

．426＝＊  

．292＊＊＊  

．469＊＊＊  

．235＊＊＊  

．820＊＊＊  

．855＊＊＊  ．378＊＊＊  ．325＊＊＊  

．378＊＊＊  ．939＊＊＊  ．384＊＊＊  

．329＊＊＊  ．354＊＊＊  ．978＊＊＊  

．205＊＊   ．452＊＊＊  ．426＝＊  

．298＊＊＊ ．509＊＊＊  ．540＊＊＊  

．204＊＊   ．589＊＊＊  ．498＊＊＊  

．312＊＊＊  ．332＊＊＊  ．413＝＊  

有能さへの欲求  

知的好脊心  

深い思考  

独立達成  

積極探究  

おもしろさと楽しさ  

有能感  

Note．＊＊♪＜．01，＊＊＊♪＜．001   
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Figure2 構造方程式モデル（SEM）によるパス解析の結果  

当軌 学習行動レベルほ，情報収集，自発学習，挑  

戟行軌 深い思考，独立達成という5つの要素を想  

定して項目が作成されたが，本研究では，情報収  

集，自発学習，挑戦行動の項目が1つの因子に高く  

負荷し，「積極探究」と命名された。その結果．学  

習行動レベルは3つの要素から構成されることと  

なった。   

次に，構造方程式モデルによるパス解析により．  

自ら学ぶ意欲の発・現プロセスについて検討を行っ  

た。その結果．「欲求→学習行動→認知・感情」と  

いう自ら学ぶ意欲の発現プロセスの一部が実証され  

た。特筆すべきことは，①有能さへの欲求から深い  

思考を経て有能感が高まる流れが明らかになったこ  

と，③知的好奇心から積極探究を経ておもしろさと  

楽しさが高まる流れが明らかになったこと，（封当初  

想定された－ 有能さの欲求から独立達成を経て有能  

感が高まる流れが示されなかったこと，である。自  

ら学ぶ意欲の発現プロセスにおける独立達成という  

学習行動の役割について，詳しく検討する必要があ  

るように思われる。   

今後の課題としては，自ら学ぶ意欲の低下が懸念  

されている小学生や中学生を対象に，尺度の開発や  

発現プロセスの検討をすることが大事であろう。ま  

た，既述の通り，独立達成という学習行動の役割に  

ついても詳細に検討する必要があろう。いずれにし  

ても，自ら学ぶ意欲の発現プロセスについての実証   

が伸び，亜立達成を除いた2つの学習行動からおも  

Lろさと楽しさおよび有能感にパスが伸びている。  

なかでも，知的好脊心から積極探究へのパスの催は  

大きく，積極探究からおもしろさと楽しさへのパス  

の億もかなり大きい。知的好奇心は積極．探究を通し  

て．おもしろさや楽しさといった感情を高めている  

ものと考えられる。  

解合的考察  

本研究の目的は，大学生を対象に，自ら学ぶ意欲  

の発現プロセス（欲求→学習行動→認知・感情）を  

測定できる尺度を作成し，作成された尺度の信頼性  

と妥当性を検討すること，および，作成された尺度  

を用いて自ら学ぶ意欲の発現プロセスを検討するこ  

とであった。   

研究1と2によって，大学生用「自ら学ぶ意欲」  

測定尺度（ⅦLeMoS）の作成を行った。2回の検  

討を経て，信頼性と妥当性がかなり高い尺度が作成  

されたといえる。ただ，2回目の妥当性の検討は暫  

定的なものであるため，さらに精緻な検討が必要で  

あろう。尺度は，欲求レベルを測定する「知的好杏  

心」，「有能さへの欲求」，学習行動レベルを測定す  

る「深い思考」．「独立達成」，「積極探究」，認知・  

感情レベルを測定する「おもしろさと楽しさ」，「有  

能感」という合計7個の下位尺度から構成された。  
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的な研究ははじまったばかりであり，状況としての  

自ら学ぶ意欲の発現プロセスの検討も含め，今後の  

研究の発展に期待したい。  
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